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 調査対象とする学校は X 市立 Y 中学校である。X 市は関西大都市圏に位置する政令指定 




像としては、校区の 3 小学校（A 小学校、B 小学校、C 小学校）はいずれも Y 中学校の南に
位置し、B 小、C 小出身の生徒は電車を使って通学している。Y 中学校の全校生徒数は 609
名、教職員数は 37 名（いずれも 2016 年調査時）である。校長は F 氏であり、Y 中学校に赴
任して 5 年目（教頭として 1 年、校長として 4 年目）である。なお、本稿を執筆するにあた
って、聞き取り調査を行うわけであるが、IC レコーダによる録音及び、聞き取り内容を文























































（高尾 2004（6））である。そして、ミドル・リーダー（本稿では生徒会主任の J 教諭を指す）
が、生徒会運営を行う際に、F 校長が J 教諭に対して行ったのと同様のリーダーシップを生
徒に対して発揮していた。つまり、「配慮」型リーダーシップの連鎖が起こっていたのであ
る。以下では、F 校長への聞き取りと、J 教諭への聞き取り調査の詳細について述べたい。 
 
①ミドル層から始まる教員の意識改革 













舩山 洋一「学校の先生」『教育展望 2016 年 7・8 月合併号』教育調査研究所 p.50 より一部抜粋 
 











































































の主任であった J 教諭に聞き取り調査を行うこととした。 





































この J 教諭のインタビューの中に、F 校長のミドル・アップダウン・マネジメントの核心

















つながっている。とはいえ、最初は 1 から 10 までレールを引いてやらないといけないこと
ではある。そこに行き着くには、生徒が主役だということをわからせるために、映像を用い
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そういった過程の中で注目すべきは、校長と J 教諭のリーダーシップであろう。2 者のイ
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